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　参加者からは ｢楽しかった！｣
｢もっと泳げるようになりたい！｣、
保護者からも ｢成長を感じるこ
とが出来た 4 日間でした｣ 等の
声が寄せられ、短期水泳教室を
きっかけにスイミングクラブへの
入会につながった子ども達もいま
した。
　今年もたくさんのご参加をいた
だき、ありがとうございました。

来年度も元気いっぱいの笑顔とともに、みなさまの挑戦をお待
ちしております！

　最終日には、競技形式の ｢泳力認定テスト会｣ を開催し、4 日間の練習の成果を発揮。参加者の挑戦
を生徒や保護者、コーチも一緒に大きな声援を送り、会場は笑顔と熱気に包まれました。

　｢小さな成長に大きな喜び。伊仙町ほーらい館
は短期水泳教室で “できる”を応援します！！！｣
のキャッチフレーズを掲げ未就学児から成人まで
145名が参加し、水慣れ等の基礎練習から、クロー
ル等の泳法練習まで、それぞれの泳力に合わせて
取り組みました。

特 集

夏休み  短期水泳教室開催！
｢ほーらい   館スイミング｣

伊仙町役場健康増進課 徳之島交流ひろば｢ほーらい館｣ 
TEL.0997-86-3319

｢できた！｣が

4日間
いっぱいの

お問い合わせ先
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特 集特 集

奄美大島
徳之島

沖縄島北部
及び 西表島

世
界
自
然
遺
産
登
録

5周年
記念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」
世
界
自
然
遺
産
登
録
5
周
年

を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
7
月
26
日

（
日
）に
沖
縄
県
那
覇
市
の
琉
球
新
報
本
社

ビ
ル
の
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、H
Y
や
高
校
生
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
4
島
の
代
表
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
自
然
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組

み
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
、「
世
界
自
然
遺
産
登

録
5
周
年
記
念
ま
る
ご
と
世
界
遺
産
！

奄
美
・
沖
縄
12
市
町
村
ア
イ
ラ
ン
ド
マ
ル

シ
ェ
」も
開
催
さ
れ
、伊
仙
町
か
ら
は
「
直

売
所
百
菜
」が
出
店
し
ま
し
た
。
主
に
徳

之
島
の
特
産
品（
さ
た
豆
、
黒
糖
焼
酎
等
）

を
販
売
し
、多
く
の
来
場
者
が
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
り
、商
品
を
手
に
取
り
な
が
ら
会

話
を
楽
し
む
な
ど
、終
始
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。
伊
仙
町
の
豊
か
な
自
然
や
食

の
魅
力
を
P
R
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

伊
仙
町
出
身
の
福
山
泰
司
さ
ん
が
代
表

理
事
を
務
め
る
N
P
O
法
人
フ
ォ
ル
テ
ィ

シ
モ
に
よ
る「
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
」
が
、樟
南
第
二
高
等
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
フ
ォ
ル

テ
ィ
シ
モ
」
や
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ

大
阪
の
現
役
選
手
ら
が（
※
チ
ー
ム
の
事

情
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
場
合
も
有
り
）講

師
と
し
て
参
加
し
、島
内
の
小
中
学
生
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
や
心
構
え
を
伝
え

ま
し
た
。

　

本
教
室
は
、
島
の
子
ど
も
た
ち
に
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と
触
れ
合
い
、本
物
の

技
術
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
離
島

と
い
う
環
境
に
よ
る
ハ
ン
デ
を
少
し
で
も

な
く
し
、
技
術
の
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
姿
勢
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
で
き
る
環
境
や
、支
え
て
く
れ
る
保

護
者
、
指
導
者
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
は
伊
仙
町
で
開
催
予
定
で
す
！

※
教
室
は
、
参
加
者
か
ら
の
ご
厚
意
や
、

一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
な

ど
に
よ
っ
て
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

あまくろ

まーや くいちゃん
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７
月
26
日（
日
）
ほ
ー
ら
い
館

に
て「
自
分
ら
し
く
、最
後
ま
で
、

未
来
の
自
分
と
向
き
合
う
大
切
な

時
間
」を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
及

び
A
C
P（
人
生
会
議
）の
普
及
啓

発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
88
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、第
1
部
で
は
、

認
知
症
と
生
き
る
力
を
育
て
る
～

と
も
に
ん
～
を
濱
田 

努
氏
に
講

演
い
た
だ
き
、
第
２
部
で
は
、黒

野 

明
日
嗣
氏
、濱
田 

努
氏
に
よ

る
、
対
談
講
演
「
認
知
症
と
と
も

に
生
き
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
を

通
し
て
、対
話
の
重
要
性
や
、相
手

の
思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
言
葉

を
返
す「
反
復
」の
大
切
さ
、
家
族

で
A
C
P（
人
生
会
議
）に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
支
援
体
制
の
充
実
と
認
知
症

へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
の
行
動

を
振
り
返
る
機
会
と
な
っ
た
」「
認

知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身

近
な
問
題
で
あ
る
と
実
感
し
た
」

「
家
族
や
地
域
で
支
え
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
な

ど
、
認
知
症
へ
の
理
解
が
深
ま
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
感
想
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
人
権
擁
護
委
員
を
５
期
15
年
務

め
ら
れ
た
實
専
太
郎
さ
ん
が
、こ
の
度
6

月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
ら
く
役
場
職
員
を
続
け
町
民
の
た
め

に
働
い
て
こ
ら
れ
た
後
、
農
業
を
さ
れ
な

が
ら
伊
仙
町
の
人
権
教
育
を
今
日
ま
で
支

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
伊
仙
町
長
室
に
お
い
て
、長

年
の
御
支
援
の
感
謝
と
し
て
鹿
児
島
地
方

法
務
局
局
長
及
び
伊
仙
町
長
よ
り
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
の
御
苦
労

を
労
う
た
め
退
任
式
に
は
娘
さ
ん（
写
真

左
）も
御
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

8
月
30
日
、ほ
ー
ら
い
館
に
て
ワ
ン
マ
ン

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
E
T-

K
I
N
G
が
、

翌
31
日
に
伊
仙
町
役
場
を
表
敬
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
台
風
18
号
に
よ
る

被
災
地
域
へ
の
支
援
と
し
て
お
見
舞
金

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た

だ
い
た
お
見
舞
金
は
町
の
復
旧
・
復
興
に

必
要
な
事
業
へ
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

伊
仙
町
認
知
症
A
C
P（
人
生
会
議
）

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

伊
仙
町
人
権
擁
護
委
員
退
任
式

E
T-

K
I
N
G
の
み
な
さ
ま
か
ら

温
か
い
ご
支
援

町 行題 事話
の

・

伊仙町 ブランディング推進事業

ワークショップ2回開催

アンケートの実施

ブランディング推進事業の
取り組みを紹介します。

町の魅力などを参加者のみなさんにお聞きしました。

今後は、今回集まった意見を参考にキャッチコピー
やロゴの制作を行っていきます。

伊仙町らしさとして、「海などの自然、闘牛、長寿、
人の温かさ」などが寄せられました。伊仙町らしい
色としては、青系 49％と緑系 20％で全体の 70％
を占めました。

町内外のみなさまから伊仙町らしさについて意見を
集めました。

伊仙町では現在、「町の魅力」や「伊仙町らしさ」を見つめ直し、町内外にわかりやすく伝えていくため
ブランディング推進事業に取り組んでいます。今回はこれまでの取り組みを紹介します。

  これまでの取り組み

  今後の取り組み予定

  意見収集の結果

詳しい意見収集の結果はこちら
の伊仙町ホームページに掲載し
ています。
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未
来
創
生
課

地
域
福
祉
課

　

琉
球
朝
日
放
送
の
観
光
立
県
進
行

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー「
リ
ゾ
ー
ト
キ
ン
グ
ダ
ム
」

に
伊
田
町
長
が
出
演
し
、伊
仙
町
の
魅

力
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
放
送
後

Yo
u
Tu
b
e
に
て
配
信
し
て
お
り
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

介
護
の
仕
事
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
、介
護
初
心
者
の
方
を
対
象
に
日
常
生

活
に
役
立
つ
介
護
の
知
識
や
介
護
の
業
務

に
携
わ
る
上
で
知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的

な
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
３
日
間

（
21
時
間
）の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
20
名

●
開
催
日
時

　

11
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）

●
開
催
場
所

　
徳
之
島
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
徳
之
島
町
亀
津
7
6
7
4
番
地
）

●
申
込
締
切
　
11
月
13
日（
金
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法

　

申
込
書
に
あ
る
必
要
事
項
に
つ
い
て

記
入
の
上
、

　

①
郵
送
又
は
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

　

③
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
へ
の
入
力
、

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先

　
〒
８
９
０-

８
５
１
７　
　

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１-

７

　
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
電
話:
０
９
９-

２
５
８-

７
８
８
８

　

fa
x:

０
９
９-
２
５
０-

９
３
６
３

●
伊
田
町
長
が
語
る
伊
仙
町
の
魅
力

　
「
リ
ゾ
ー
ト
キ
ン
グ
ダ
ム
」

　
You
Tu
b
e
配
信

●
令
和
８
年
度 

鹿
児
島
県

　
介
護
の
入
門
的
研
修

　
（
大
島
地
域
）の
ご
案
内

Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
は

こ
ち
ら

県社協ホーム
ページに掲載の

チラシ・申込書は
こちら

グーグルフォーム
で申込の場合は

こちら

各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。 INFORMATION



人口の動き
（2026年8月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 5,887 人

男 2,956 人

女 2,931 人

世帯数 3,379 世帯

出生 1 人

死亡 12 人

転入 9 人

転出 17 人

戸
籍
の
窓

伊仙町長の1ヵ月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き
月日 行事 場所

29（土） 第34回 あまみ農協年金友の会徳之島支部総会 徳之島町

31（月）
(株)BARIKI 来庁　 伊仙町

ＪＡあまみ徳之島地区野菜部会総会
徳之島町

災害ごみ対策会議

9/1（火）
保岡宏武衆議院議員 来庁

伊仙町
全体朝礼
面縄港推進協議会

2（水） 自衛隊誘致協議会総会

6（日）
樟南第二高等学校 体育祭 天城町

徳之島福祉会創立60周年記念式典

伊仙町

8（火） 令和8年 第3回 伊仙町議会定例会  〜9/11（金）まで
10（木） 喜念ブルース 表敬訪問
11（金） 水田先生感謝状贈呈式

12（土）

令和8年度 第79回 犬田布中学校体育大会
特別養護老人ホーム仙寿の里 敬老会･年祝い
一般社団法人奄美大島青年会議所
2026年度夏季臨時総会 徳之島町

14（月） 合同会社食王田中氏 表敬訪問 伊仙町

月日 行事 場所
8/16（日） 肉用牛振興会総会 伊仙町
17（月） 徳之島地区沿岸防犯警備協力会通常総会 徳之島町

18（火）
夏植え出発式

伊仙町
奄美海上保安部 挨拶来庁

19（水） 町肉用牛共進会
天城町

21（金）
徳之島地区森林組合第51回 総代会
伊仙町障がい者計画及び第8期障がい福祉計画
並びに第4期障がい児福祉計画第1回策定委員会

伊仙町

23（日） 防災訓練

24（月）
環境省 来庁
伊仙町介護保険運営協議会及び
介護保険事業計画策定委員会

25（火） 第2回 伊仙町地域公共交通会議

元気に
すくすくと
成長して
ください♡

香
典
返
し
　
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

年
齢

○
上
面
縄

円 

ユ
キ
子
さ
ん

（
亡  

円 

俊
男
さ
ん
）

78
歳

○
崎
原

盛
山 

明
さ
ん

（
亡  

盛
山 

繁
さ
ん
）

93
歳
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                                 伊仙町役場  未来創生課   TEL 86-3112

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

スタジオ
カガワクリエイト
営業時間 9：00～18：00

TEL 090-5298-9803

今月の表紙

公共ライドシェア実証運行を予定しています。

　8月30日（日）、ほーらい館で開催されたET-
KINGのライブで、阿権小学校の児童とET-KINGが
「ワイドでまいど」を一緒に披露しました。同曲は
2024年に配信され、阿権小学校では運動会のエイ
サーの演目として踊られてきたことから、今回初め
てのコラボレーションが実現。
　子どもたちはこれまで踊り続けてきたエイサーと
いうこともあり、リハーサルはわずか1回。本番では
息の合った踊りを披露し、会場を盛り上げました。
ET-KINGと児童のみなさんの笑顔が印象的な一場
面となりました。

　伊仙町では、新たな移動手段として、公共ライドシェアの実証運行に
向けた準備を進めています。
　公共ライドシェアは、住民のみなさまの移動を地域で支える新しい仕
組みです。
　運行開始日、運行時間、運賃、予約方法、乗降箇所などの詳しい内容
は、決まり次第、町ホームページや公式LINE、Instagram、チラシなど
でお知らせします。

【表紙の撮影：2026年8月30日（日）】

わが町のアイドル募集！
町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項を入力し、
掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

長寿・子宝日本一の
町！

（1歳）仲島 茉
ま つ り

莉ちゃん

伊仙を拠点に活動をしています。
写真・ビデオ撮影のご用命を
お待ちしております。

お問い合わせ
伊仙町役場未来創生課 公共交通係  電話：0997-86-3112（直通）

お問い合わせ
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●有料広告です●




